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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホースを巻き取って収納するホース収納装置であって、
　前記ホースを巻き取るホースリールと、
　前記ホースリールを回転可能に支持する本体とを備え、
　前記ホースリールが外周縁に係止部を有し、
　前記本体が、前記ホースリールを巻き取り方向へ付勢する付勢手段と、
　前記付勢手段に抗して前記係止部に係合可能に設けられ、前記ホースリールを前記巻き
取り方向に対して固定状態と可動状態とに切り換える切換手段とを有し、
　前記切換手段が、前記本体に収納可能で収納状態から回転軸を中心に回転して下方に開
くペダルを有し、前記ペダルが収納状態及び下方に開いたときに、前記係止部に係合して
前記ホースリールを固定状態にし、前記ペダルが下方に開いた状態からさらに下方へ押さ
れたときに、前記係止部から外れ前記ホースリールを可動状態にする
　ことを特徴とするホース収納装置。
【請求項２】
　前記切換手段が、前記ペダルの前記回転軸とは反対側に設けられ前記ペダルの回転に伴
い回転する端部を有し、一端が前記ペダルの前記端部の上方から当接可能で他端が前記係
止部に付勢されて係合可能な係合部を有するレバーを備え、
　前記ペダルが下方に開いた状態からさらに下方へ押されたときに、前記ペダルの前記端
部が前記レバーの前記一端に当接し、前記レバーが回転して前記係合部が前記係止部から
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外れる
　ことを特徴とする請求項１に記載のホース収納装置。
【請求項３】
　前記切換手段が、前記ペダルの前記回転軸とは反対側に設けられ前記ペダルの回転に伴
い回転する端部を有し、前記端部が前記係止部に付勢されて係合可能に配置され、前記ペ
ダルが下方に開いた状態からさらに下方へ押されたときに、前記端部が前記係止部から外
れる
　ことを特徴とする請求項１に記載のホース収納装置。
【請求項４】
　前記ペダルが、前記本体の下方に設けられている
　ことを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか一項に記載のホース収納装置。
【請求項５】
　前記ペダルが、前記本体に収納される方向に付勢されている
　ことを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか一項に記載のホース収納装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ホースを巻き取って収納するホース収納装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　引き出されたホースを巻き取る方向へ回転させる回転付勢手段を有し、操作者がホース
の把持を解除すればホースを巻き取り収容することができるホース収納装置が知られてい
る。また、操作者が巻き取り操作ペダルを繰り返し踏み下げることにより、ホースを巻き
取るリールが間欠的に回転してホースを巻き取るリール巻取装置が知られている（例えば
、特許文献１及び特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－１３７５６４号公報
【特許文献２】特許３０６２４０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　本発明は、ホースを巻き取るホースリールの巻き取り方向への固定状態と可動状態の切
り換えが容易に行える操作性の優れたホース収納装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
（１）本願発明に係る１つの態様は、ホースを巻き取って収納するホース収納装置であっ
て、ホースを巻き取るホースリールと、ホースリールを回転可能に支持する本体とを備え
、ホースリールが外周縁に係止部を有し、本体が、ホースリールを巻き取り方向へ付勢す
る付勢手段と、付勢手段に抗して係止部に係合可能に設けられ、ホースリールを巻き取り
方向に対して固定状態と可動状態とに切り換える切換手段とを有することを特徴とするホ
ース収納装置を提供する。
【０００６】
（２）切換手段が、上記（１）に記載のホース収納装置において、本体に収納可能で収納
状態から回転軸を中心に回転して下方に開くペダルを有し、ペダルが収納状態及び下方に
開いたときに、係止部に係合してホースリールを固定状態にし、ペダルが下方に開いた状
態からさらに下方へ押されたときに、係止部から外れ前記ホースリールを可動状態にする
ホース収納装置を提供する。
【０００７】
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（３）切換手段が、上記（１）又は（２）に記載のホース収納装置において、ペダルの回
転軸とは反対側に設けられペダルの回転に伴い回転する端部を有し、一端がペダルの端部
の上方から当接可能で他端が係止部に付勢されて係合可能な係合部を有するレバーを備え
、ペダルが下方に開いた状態からさらに下方へ押されたときに、ペダルの端部がレバーの
一端に当接し、レバーが回転して係合部が係止部から外れるホース収納装置を提供する。
【０００８】
（４）切換手段が、上記（１）又は（２）に記載のホース収納装置において、ペダルの回
転軸とは反対側に設けられペダルの回転に伴い回転する端部を有し、端部が係止部に付勢
されて係合可能に配置され、ペダルが下方に開いた状態からさらに下方へ押されたときに
、端部が係止部から外れるホース収納装置を提供する。
【０００９】
（５）ペダルが、上記（１）ないし（４）のいずれかに記載のホース収納装置において、
本体の下方に設けられていてもよい。
【００１０】
（６）ペダルが、上記（１）ないし（５）のいずれかに記載のホース収納装置において、
本体に収納される方向に付勢されていてもよい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、ホースを巻き取るホースリールの巻き取り方向への固定状態と可動状
態の切り換えが容易に行える操作性の優れたホース収納装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態に係るホース収納装置をペダル側から見た斜視図である。
【図２】ホース収納装置をホース引出側から見た斜視図である。
【図３】ホース収納装置の正面図である。
【図４】（ａ）はぺダルを収納したときの切換手段付近の斜視図、（ｂ）は断面図である
。
【図５】（ａ）はぺダルを引き出したときの切換手段付近の斜視図、（ｂ）は断面図であ
る。
【図６】（ａ）はぺダルを踏み込んだときの切換手段付近の斜視図、（ｂ）は断面図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態に係るホース収納装置１を添付図面に基づき詳細に説明する。
【００１４】
（実施形態）
　図１、図２及び図３において、ホース収納装置１は、ホースＨを巻き取って収納する。
ホース収納装置１は、ホースＨを巻き取るホースリール１０と、ホースリール１０を回転
可能に支持する本体２０とを備え、ホースリール１０が外周縁１１に係止部１２を有し、
本体２０が、ホースリール１０を巻き取り方向Ｒへ付勢する付勢手段２１と、付勢手段２
１に抗して係止部１２に係合可能に設けられ、ホースリール１０を巻き取り方向Ｒに対し
て固定状態と可動状態とに切り換える切換手段２２とを有する。また、切換手段２２が、
本体２０に収納可能で収納状態から回転して下方に開くペダル２２０を有する。
【００１５】
　図１及び図２において、ホース収納装置１は、略直方体形状の本体２０を有している。
ホースＨは、ホース収納装置１の一方の側面から引き出される。ホース収納装置１は、ホ
ースＨの引き出される側面と対向する他方の側面の下方にペダル２２０を備えている。ま
た、ホース収納装置１の上面には持ち運ぶための取っ手２４が設けられている。さらに、
略直方体形状の本体２０は、台座３０に載せられて倒れにくい状態を維持している。
【００１６】
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　図３において、ホースＨを巻き取るホースリール１０は、その回転軸１３が本体２０に
回転可能に支持されている。図中には、ホースＨの巻き取り方向Ｒを示している。ホース
リール１０は、例えば、付勢手段２１の一例であるゼンマイバネ等で巻き取り方向Ｒへ付
勢されている。係止部１２は、ホースリール１０の外周縁１１に段差として形成されてい
る。ここで、係止部１２は、複数形成されていてもよい。図３では係止部１２が８箇所設
けられている例を示しているが、その数はこれに限定されることはなく、所望の数とする
ことができる。
【００１７】
　ペダル２２０は、回転軸２２１を中心に回転する。ペダル２２０は、本体２０の側面に
形成された収納部２５に収納される。収納されたペダル２２０の上部と収納部２５との間
には隙間が設けられ、足等を隙間に入れてより下方に開きやすくなっている。切換手段２
２は、ペダル２２０の回転軸２２１とは反対側に設けられペダル２２０の回転に伴い回転
する端部２２２を備えている。端部２２２は、本体２０の内部に設けられている。
【００１８】
　切換手段２２は、一端２３１が端部２２２の上方から当接可能で、他端として係止部１
２に付勢されて係合可能な係合部２３２を有するレバー２３０を備えている。レバー２３
０は、一端２３１と係合部２３２との間に回転軸２３３を有し、回転可能に本体２０に支
持されている。
【００１９】
　ペダル２２０を、例えば足で下方に回転させると、端部２２２が上方に向かって回転し
てレバー２３０の一端２３１に当接し、レバー２３０の一端２３１が押し上げられること
により、係合部２３２が下方に向かって回転する。
【００２０】
　図４及び図５において、ペダル２２０が収納状態及び下方に開いたときに、係合部２３
２が係止部１２に係合してホースリール１０を固定状態にする。ここで、係合部２３２が
、係止部１２に付勢されているので、端部２２２がレバー２３０の一端２３１に当接して
押し上げられるまで係合部２３２は係止部１２に係合している。
【００２１】
　図４において、ホース収納装置１を使用しないとき、ペダル２２０は収納部２５に収容
されている。ホース収納装置１を使用するとき、ホースＨをホース収納装置１から引き出
す。このとき、ペダル２２０は、収納されていてもよいし、下方に開いていてもよい。ホ
ースＨをホース収納装置１から引き出すと、ホースリール１０は、巻き取り方向Ｒとは逆
方向に回転する。
【００２２】
　ここで、レバー２３０の係合部２３２が係止部１２に向かって付勢されているので一回
転ごとに係合部２３２が係止部１２に係り、巻き取り方向Ｒへ付勢されたホースリール１
０の回転を止め、ホースＨが巻き取られるのを止めている。係止部１２が複数形成されて
いるときは係止部１２の間隔ごとにホースＨが巻き取られるのが止められる。
【００２３】
　図６において、ペダル２２０が下方に開いた状態からさらに下方へ押されたときに、係
合部２３２が係止部１２から外れホースリール１０を可動状態にする。
　ペダル２２０が下方へ押されたときに、ペダル２２０の端部２２２がさらに回転してレ
バー２３０の一端２３１に当接し、レバー２３０が回転して係合部２３２が係止部１２か
ら外れる。係合部２３２が係止部１２から外れることにより、巻き取り方向Ｒへ付勢され
ているホースリール１０が回転し、ホースＨが巻きとられる。
【００２４】
　また、ペダル２２０から足等を離すと、係合部２３２が、係止部１２に付勢されている
ので、係合部２３２が係止部１２に係り、ホースリール１０によるホースＨの巻き取りが
停止する。したがって、引き出されたホースＨの長さの調整が可能である。
【００２５】
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　本実施形態によれば、ホースＨを巻き取るホースリール１０の巻き取り方向Ｒへの固定
状態と可動状態の切り換えが容易に行える操作性の優れたホース収納装置１を提供できる
。
【００２６】
　また、ペダル２２０が下方に設けられているので、足によってペダル２２０を収納状態
から下方に開いた状態及びペダルが下方に開いた状態からさらに下方へ押える操作が容易
に行える。
【００２７】
（変形例）
　上記の実施形態は本願発明の一態様を示したものであり、その要旨の範囲内で種々の変
形が可能である。上記の実施形態ではペダル２２０とレバー２３０を組み合わせて切換手
段２２を構成したが、ペダル２２０のみで切換手段２２とすることもできる。例えば、ペ
ダル２２０の端部２２２を延在させて端部２２２の先端を係合部２３２とする。そして、
回転軸２２１の箇所に９０度開きの蝶番などを介在させ、収納状態において、本体２０よ
り外側部分のペダル２２０と延在させた端部２２２が略逆Ｌ字状となるように、ペダル２
２０全体を折り曲げ可能とする。この時点で、端部２２２の先端である係合部２３２はホ
ースリール１０の係止部１２に係合している。
【００２８】
　そして、本体２０より外側部分のペダル２２０を収納状態から下方に踏み込み、端部２
２２と水平になったところで、回転軸２２１が下方に向けて付勢手段に抗して降下するよ
うに構成する。そうすると、ペダル２２０が端部２２２とともに全体的に降下し、端部２
２２の先端である係合部２３２はホースリール１０の係止部１２から離間することとなる
。本体２０より外側部分のペダル２２０に加えている踏み込みを開放すると、付勢手段に
よって回転軸２２１は上方に戻り、端部２２２の先端である係合部２３２はホースリール
１０の係止部１２に再び係合する。なお、ここで述べた変形例に限られるものでないこと
はいうまでもない。
【００２９】
　以上述べた実施形態や変形例において、ペダル２２０が、本体２０に収納される方向に
付勢されていてもよい。この場合、ペダル２２０から例えば足を離すことにより、ペダル
２２０が収納部２５に収納される。
【００３０】
　上記実施形態では、ホースを巻き取って収納するホース収納装置について説明、例示し
たが、本発明は、柔軟性のある長尺物を巻き取って収納する収納装置に適用できる。例え
ば、コード、電線、紐等の収納装置に適用できる。
【符号の説明】
【００３１】
　１…ホース収納装置、
１０…ホースリール、
１１…外周縁、
１２…係止部、
１３…回転軸、
２０…本体、
２１…付勢手段、
２２…切換手段、
２２０…ペダル、
２２１…回転軸、
２２２…端部、
２３０…レバー、
２３１…一端、
２３２…係合部（他端）、
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２３３…回転軸、
２４…取っ手、
２５…収納部、
３０…台座、
Ｈ…ホース、
Ｒ…巻き取り方向

【図１】 【図２】



(7) JP 6234809 B2 2017.11.22

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】
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